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令和２年 第１１回教育委員会定例会 会議録

１ 日時 令和２年９月１８日（金） 午後３時３０分～

２ 場所 小林市役所 ２階 第１会議室

３ 出席委員 中屋敷史生 大部薗智子 椎屋芳樹 槇光子 淵上定一郎

４ 参与職員 押川逸夫 牧田純子 藤井寛史 谷山宏志 税所將晃 有木繁三

京保久恵

（調製職員）川俣洋寿

５ 説明職員

６ 会議内容

開会 15：30

中屋敷教育長 それでは、皆さん、こんにちは。

ただ今から、令和２年９月１１日付、小林市教育委員会告示第２１号で招

集されました令和２年第１１回小林市教育委員会定例会を開催したいと思

います。

議事に入ります。

まず、報告第２０号、令和２年度第５回市議会定例会(９月議会)について、

説明をお願いします。

押川教育部長 １ページからでございますけれども、今、開会中の令和２年第５回市議会

定例会の報告をさせていただきます。

１つ開けていただいて、２ページ目が会期の日割表になっております。８

月３１日開会の９月２９日閉会の予定でございます。

今回、一般質問が９人の議員から出されております。一般質問の日程が、

１日４人ずつでございますので、３日、４日、それと７日という日程で組

まれておりましたけれども、６日、７日については台風１０号が来るとい

うことで、急遽７日の貴嶋議員の分が４日の最後に一般質問ということに

なりまして、３日が４人、４日が５人ということになっております。

それから、１０日には提出いたしました議案についての質疑がございまし

たけれども、こちらについては教育委員会への議案質疑はございませんで

したので、今回は割愛させていただきます。
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それから１６日、委員会がございまして、令和元年度の決算であるとか、

補正予算の審査をされましたので、そのときのご質問については、次回の

委員会でまた報告させていただきます。

それでは、一般質問について、かいつまんで説明をさせていただきますけ

れども、１３ページからでございます。

まず、西上議員でございます。

教育行政についてということでございますが、修学旅行の実施についての

ものでございました。

西上議員の質問といたしまして、コロナ禍のため様々な行事等も延期・縮

小を余儀なくされております。こういう中で、修学旅行についてどのよう

に捉えていくか教育長の見解をお聞かせくださいということでございまし

たので、教育長のほうから、修学旅行の目的としては大きく３つあります

と。１つ目が、知見を広げることができるということ、２つ目が、集団生

活の決まりを守れるようになるということ、３つ目に、社会に生きる一人

として守るべきルールを身につけるということについて説明の後、このよ

うな修学旅行の目的を考えたときには、現在コロナ禍でありますけれども、

できる限り実施することが児童生徒の望ましい成長につながるのではない

かと考えているということ。

それから、文部科学省からも、感染症対策を徹底した上で実施すること、

それから教育的な意義、児童生徒の心情等に配慮し、中止ではなく延期扱

いとするようにという通知も来ていたということ。

それで、本市におきましても、新型コロナウイルス感染症の状況を考慮し

ながら、保護者の意向、それから児童生徒の心情に配慮しながら各学校に

おいて修学旅行の実施に向けて準備を進めているところですと答えており

ます。

１４ページでございます。

議員から、６月４日付の新聞で、河野知事が県内中学校の修学旅行を年内

に限り、県内の修学旅行の実施を求めるということでありましたので、そ

のような通知がありましたかということで質問がございましたので、私か

ら県からの通知もあったところでございますけれども、それを受けて、各
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学校につきましては検討されて、現在のところ、県外が４校、県内が４校、

県外と県内両方という学校が３校という状況でありますということでお答

えさせていただいております。

１５ページでございます。

原議員の質問でございます。防災対策について、７月の豪雨による被害状

況と今後の対応ということで、通学時間帯における対応について質問があ

りましたので、教育長から、こういう時期の判断につきましては、警報が

発令されるなど、子供たちに危険が迫る等の場合は、危機管理課の情報を

はじめ、気象予報、近隣の教育委員会の対応、そういったことを基に校長

会と協議を行って判断をして、臨時休業とするのか、登校時間を遅らせる

のかということを行っているという答弁でございます。

それから、判断の時期については、翌日の大雨等の状況が把握できる場合

は、前日の午前中までに判断、状況の把握が難しい場合には、当日の午前

６時までに判断をして各学校に通知することを原則としているということ

を答弁されております。

それから、判断を協議するときに重視しなければならないのが、児童生徒

が安全に登校できるかという視点はもちろん、登校させた場合に給食は提

供できるのか。その後、安全に下校できるのかというようなことを総合的

に判断し、学校に連絡しているという答弁でございます。

１６ページにまいります。

同じく原議員から、新型コロナウイルス感染症対策について、催物開催の

考え方とガイドラインについてということでご質問がございました。

教育委員会においては、特に文化祭、駅伝大会、絶景マラソン等の実施の

方向性についてお伺いしますということでございますけれども、教育長か

ら、社会教育課が所管いたします小林市総合文化祭につきましては、１０

月３１日、それから１１月１日の２日間に作品展を開催する方向で準備を

進めており、成人式については、来年の１月５日に開催する方向で準備を

進めていると答弁しております。

それから、スポーツ振興課が所管しますこばやし駅伝競走大会の開催につ

きましては、新型コロナ感染症拡大防止策を万全に図った上で開催する方
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向で考えておりますけれども、実行委員会を開く予定で、その中で意見を

集約して準備を進めたいということで答弁をしております。

それから、こばやし霧島連山絶景マラソン大会につきましては、来年３月

の予定でございますけれども、開催の有無について今後実行委員会の意見

を集約した上で検討し、決定したいということでございます。

いずれにしましても、開催する場合には、小林市の基本的対応方針に則っ

て、感染状況を注視しながら、各種催物の目的や市民の安全を十分踏まえ、

最大限の感染防止対策を講じ開催いたしたいということで答弁されており

ます。

１７ページ、吉藤議員でございます。

高速情報通信網の整備について、インターネットの利用状況であるとか、

オンライン学習の環境整備について質問を受けております。

まず、オンライン授業をどのような段階を経て、いつ頃から実施予定なの

かということと、ＩＣＴ教育の導入時にはモデル校が選ばれて、そこから

広げていった経緯があるけれども、オンライン授業においても同じように

制度を予定しているのかということでご質問がありました。

これに対しまして教育長から、ＧＩＧＡスクールの一環としてオンライン

学習の整備計画につきましては、タブレット型パソコンなどのハードの整

備が必要であるので、現在作業を進めており、早くて１２月中の納品の予

定をしているという答弁でございます。

それから、オンライン学習のための知識や技能を高める必要がありますの

で、研修等を計画的に実施して、教職員の資質向上を図ってまいりますと

答弁しております。

それから、児童生徒の操作に係る学習につきましても、これまで同様に、

通常の授業で既存のタブレット型パソコンを活用して、発達段階に応じた

学習を実施することで操作技能の向上を図ってまいります。

それから、さらに家庭でのオンライン学習を実施する際には、インターネ

ット通信環境が必要でございますので、インターネット通信環境がない家

庭においては、市で整備するモバイルルーターの貸出し等を検討している

という答弁でございます。



5

それから、実施時期につきましては、ハード等の納品の時期が来年２月に

は、平常時でも緊急時でも、子供たちの豊かな学びを保障するオンライン

学習の環境が整うということで答弁しております。

それから、モデル校につきましては、来年度、小・中学校１校ずつを指定

する予定ということで答弁をしております。

１８ページ、須木地区のインターネット利用状況、また児童生徒のいる家

庭での利用状況を教えてくださいということでございましたので、全体に

つきましては総合政策部で答弁しておりますけれども、教育委員会では、

児童生徒のいる家庭での利用状況ということを、私から、今年６月に家庭

におけるインターネット環境のアンケートを実施しまして、全体として

２，２３５世帯のうち１，８０９世帯の８０％がインターネット利用環境

にあるということで答弁しております。

そして、その中で須木地区におきましては、４７世帯のうち３３世帯がイ

ンターネット利用可能環境にあるということで、およそ７０％という結果

になっておりますということでお答えしております。

それから、議員からインターネットの利用促進を図るべきではないでしょ

うかとのご質問でございますけれども、私から、モバイルルーターの貸出

し等をすることでインターネットの利用促進を図っていきたいという趣旨

で答えております。

それから、モデル校についての議員のほうの提案、小規模校でというよう

なことも言われましたけれども、その内定をされている学校があればお聞

かせください。また、オンライン学習については、休校時だけに実施する

のかというご質問もございました。

教育長から、議員ご指摘のことももちろん考慮していきますけれども、学

校は研究テーマを持って取り組んでおります。それが合致するような学校

がよいということ、各家庭のインターネット環境がある程度整っているこ

とも条件になる、それから保護者の理解も必要ということで、これらを総

合的に判断して決めてまいりますという答弁でございます。

それから、オンライン学習の実施時期については、須木中学校がオンライ

ン授業で県外の新聞社と情報交換を行ったというのを例にあげまして、通
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常の授業においても遠方からの講師を招かずにオンラインによるキャリア

教育を小林市で推進しておりますので、学校内外でもさらに推進していけ

るのではないかと期待をしていると答弁されています。

２０ページでございます。

吉藤議員でございますけれども、これは教育行政についてでございます。

ブロック塀、石塀の安全対策についてと、西小林中学校の建て替えについ

てということで質問がございました。

ブロック塀、石塀の安全対策について、大阪市でのブロック塀倒壊事故を

受けまして、ほとんどのブロック塀が撤去されて安全対策が取られたとこ

ろでありますけれども、野尻と小林小学校はそのままだったと聞いており

ますが、その後の対応についてご質問がありました。

私から、建築基準法に定められた基準を満たしていない状況でございまし

たが、基準を満たしていないブロック塀については、ブロック塀の撤去、

補強等を行ったところでございます。現在も小林小、野尻小についてはブ

ロック塀が残っている状況で、野尻小学校につきましては、隣接している

民地の方との協議が整ったところでございまして、今議会の補正予算で土

地購入にかかる経費(補償金)を計上させていただいており、令和３年度に

は解体、擁壁工事まで行いたいと答弁しております。

それから、小林小学校の石塀につきましては、隣接している民地の方との

協議を現在も行っていることから、現在も残っている状況でございます。

委員会としても、基準を満たしていない石塀は早急に撤去等の対応を行い

たいと考えておりますので、今後も民地の方と協議を重ねていきたいと答

弁しております。

それから議員から、８月に通学路の安全点検が実施されていると思います

が、主な危険箇所、今後の対応方針について質問でございました。私から、

６月に提出された通学路の危険箇所調査については、８月に中学校単位で

通学路安全点検を実施して、信号設置が７件、道路改修危険箇所対策２５

件、法面工事２件、安全灯設置４件となっていると答弁しております。

また、今後につきましては、点検については各学校区の区長であるとか、

警察、市関係課と一緒に点検を実施しておりまして、現地確認において関
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係所管へ改善依頼を行っております。この依頼を行ったところにつきまし

ては、年度末に改めて対応状況の確認会議を開催して集約を行うこととし

ておりますと答弁しております。

それから議員から、西小林中学校の建て替えについて要望書も先日出され

ておったんですが、校区内の西小林小学校、幸ヶ丘小も含め３校の一貫化

を検討するように訴えられていたということで、義務教育学校の設置を美

郷町、木城町等が開校に向けて準備を進めているという状況もあるが、義

務教育学校の設置について生徒数が減少していく中で選択肢の一つとして

考えなければならないと思いますが、どのようにお考えですかとご質問で

ございました。

これに対して教育長から、最終的には子供たちにどの形がいいのかという

ことをこれから十分検討していかなければなりません。また、いろいろな

機能を複合的に入れていかないといけないと思います。今後、公共施設の

個別計画や学校の在り方などを検討していきますけれども、将来を見通し

た学校をつくれたらいいと思っておりますと答弁されております。

２２ページ、教育行政の中の児童生徒の健康状態の把握と対策についてと

いうことで、全国的に夏休み明けの子供たちのけがや骨折が増えているニ

ュースが流れていたということで、本市の状況についてお聞きかせくださ

いということでございました。

私から、８月２５日から１学期の後半が始まったわけですけれども、現在

のところ、夏休み明けの大きなけがや骨折等の報告は学校からは受けてお

りませんということで答弁しております。

議員から、今年は例年にない猛暑が続いておりますけれども、部活動に対

する対策についてどのような対策を取られているかとご質問でした。

私から、日中の暑い時間帯を避けたり、汗で失われた分の水分、それから

塩分を取り戻したりすることが重要であると言われておりますので、夏季

休業前に対策等について各学校に通知し、徹底するように指導いたしまし

たと答弁しております。

議員の質問は、子供たちの朝の検温であるとか、手洗い、マスクの着用、

校内における感染防止の状況についてお聞かせくださいということでござ
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いましたので、私から、朝の検温については、体温管理表というのを持ち

帰らせて、家庭で体温を測って提出するようにしております。

それから、手洗いにつきましては、登校後、体育の授業後、給食前、昼休

み後、清掃後などに児童生徒が手洗いするよう指導をしております。

それから、マスクの着用につきましては、基本的に感染症予防の観点から

児童生徒にマスクを着用させていますけれども、ソーシャルディスタンス

が保てる場合は熱中症予防の観点からマスクを着用しなくてもよいという

対応をしております。

最後に、教室の消毒作業についても、職員で児童生徒の下校後に行ってい

ますけれども、学校によってはスクールサポートスタッフや地域のボラン

ティアの方々に協力して行っていただいていますと答弁しております。

２４ページ、大迫議員でございます。

大迫議員からは、新型コロナウイルス感染症に伴う影響及び対策について

市民生活への影響と支援策についてということでございます。

学校が再開されましたけれども、子供たち同士が十分に触れ合えていたの

か心配されますけれども、勉強の遅れ対応について集中してしまっている

状況はないか、本市の状況をお聞かせください。

それから、夏休みが終わって後半が始まりましたが、子供たちの状況はど

うなのか、不登校は増えていないか、ストレスが増えているのかという状

況をどう見ているのかも伺いたいということでございました。

これについては、教育長から、学校としては子供たちにいろいろな意見を

聞いた内容を集約しております。友達に会えなかったり、外で遊べなかっ

たとか、すぐにいらいらしてしまうとか、こういったことが子供側から情

報が入ってきて、学校はどうしたかといいますと、一遍に通常の授業をす

るのではなくて、段階的に子供たちを慣らしていくという手だてを取って

おります。

また、一番は子供のメンタルでございますので、悩み相談や教育相談を行

いながら、子供たちの気持ちを聞きながら徐々に慣らしていくという手だ

てを取ってきました。

それから、不登校の件につきましては、市内２６名おりますけれども、コ
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ロナウイルスの臨時休業でなったものではないということは確認していま

す。

虐待もありますが、コロナウイルス関係で虐待があったという報告は受け

ておりませんので、変化はないということで報告されております。

２５ページでございます。

時任隆一議員でございます。新型コロナウイルス感染症についてというこ

とで、学校の対応について、主に少人数学級のご質問がございました。

コロナ対策として文科省も少人数学級を検討しておりますけれども、教育

長の考えを伺いますとのことでした。

それと、小・中学校の４０人学級を３５人以下学級にする場合の学級の増

加数を伺いたい。

それから、２０人以下学級のクラス数は全体の何％なのかを伺いたいとい

うことのご質問でございます。

これに対しまして教育長から、コロナ禍において学校では、感染症予防に

気を使いながら、通常と異なる授業形態を取ったり、消毒作業及び感染症

予防について学習をしたり、新型コロナウイルス感染症が原因でいじめや

差別を生まないように人権学習も行ったりして、教職員の負担は増えてい

ると答弁しております。

さらに、学習の見届けや心のケアを丁寧に行うことも求めて、教職員の負

担はこれまでより増えています。

したがって、このような課題を解決するためには、教職員が児童生徒一人

一人に向き合える少人数学級を実現することが望ましいと考えております。

教室の密を避けるという感染症拡大防止の観点からも必要ではないかと考

えていますということで答弁されております。

そして、３５人以下学級にする場合の学級の増加数については、小学校で

１学級、中学校は３学級で、合わせて４学級の増加になりますという答弁

でございました。

それから、２０人以下の学級の割合につきましては、小学校で４２％、中

学校では５０％、小中全体で４５％となっておりますということで答弁さ

れております。
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その下でございますけれども、教室の面積が平均で８メートル掛ける８メ

ートルで６４平米であるけれども、４０人学級で密になる条件を満たすか

満たさないかということでご質問がございました。

これに対しまして教育長は、８メートル掛ける８メートルで一遍で５人置

けるんですけれども、壁になるところもあるので、縦も横も４人ずつの１

６人ぐらいになる、それがソーシャルディスタンスを確保した座席になる

と答えています。

３５人以下学級にするのであれば、小学校で１学級、中学校で３学級とい

うことを、そこを解消すれば全部が３５人以下学級になれるということで

すが、実現していく方法をお持ちなのかどうか質問がありました。

それに対しまして２６ページでございますけれども、学校を見ても余裕教

室がある状況ですので可能だと思います。ただ、そこに教員を配置してい

かなければならないという問題がございまして、講師不足があるので、や

はり定数措置をしないと継続的な少人数学級はできないと思っております

と答えています。

貴嶋憲太郎議員でございます。文化財についてご質問がございました。

まず、市が管理している国、県、市の文化財の数についてお聞かせくださ

いということでございましたので、教育長から、国の指定文化財となって

おりますのは２か所、国登録文化財が１か所、県の指定文化財が１３か所、

市の指定文化財が３０か所、それから、それ以外に郷土芸能について市内

に１１の団体がございますということで答弁されております。

それから、展示場を見に行かれたそうなんですけれども、展示されていな

い品はどのような状態で保管されているのかということで、私から、事務

所に箱等に入れて保存しているということで、まだ多くのものが展示がで

きていない状況であると答えています。

それから、現在、発掘調査など、どこかされているのかというご質問でご

ざいました。

まず、今発掘の手順を、流れを説明しまして、平成３０年度は照会件数

１４８件に対して、試掘調査が５件、令和元年度は照会件数１３１件に対

して、試掘調査が６件ありましたけれども、近年では平成２６年度を最後
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に本調査まで必要となる案件はございませんでしたと答えております。

その下、今の調査というのは市単独でやっているのかとの質問でした。

私からこの試掘については、市の単独で行っているとお答えしております。

東二原遺跡の地下式横穴墓の展示室に行ったとき、鍵がかかっていたんで

すけども、側面の土にひびが入って崩れそうだと聞きました。それから、

市内の遺跡で案内看板がない場所があると聞きますが、どこか把握されて

いますかと質問がありました。私から二原遺跡公園の状況については把握

しており、予算を取って修復していきたいと考えていると答えております。

それから、文化財については看板なり標識等を全ての文化財に対して設置

していると把握しておりますと答弁をしております。

それから議員から、八幡原文化財展示室の利用状況についてということで、

展示室の隣の部屋で体験学習ができる部屋があると聞きましたが、どのよ

うな内容で行われているのかというご質問でございました。

私から、八幡原文化財展示室の利用状況については、来館者数は、平成

３０年度が１２３名、令和元年度が１１８名と答えております。

それから、利用者からの依頼によります展示室での案内実績が、平成３０

年度は２件、令和元年度は３件でありましたと答えています。

それから、展示室の隣の部屋の利用についてでございますけれども、これ

につきましては、児童生徒を対象とした勾玉づくりなどの体験ブースとし

て活用しておりますと答えております。

貴嶋議員からの提案で、アンケートなど意見をいただけるようにしてもら

えると、今後のそういった歴史資料館の改善につながると思いますがとい

うことでございました。

私から、今後はアンケートの内容などを検討させていただいて実施してい

きたいと答えております。

最後の３０ページにつきましては、野尻町歴史民俗資料館の維持管理の状

況についてということでございます。これにつきましては、のじりこぴあ

と同じく経済部で管理しておりますので、経済部長が答弁したということ

で、これについては省略させていただきたいと思います。

質問については以上でございます。
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中屋敷教育長 お聞きのとおりですが、何かご質問等ありませんでしょうか。（はい）

それでは、報告のほうを終わりまして、議案のほうに入りたいと思います。

議案第６０号、市議会定例会(９月議会)の議決を経るべき議案の原案の承

認について、説明をお願いします。

牧田学校教育課長 議会の議決を経るべき議案の原案について承認を求めるものでござい

ます。

３２ページをお開きいただきたいと思います。

小・中学校のタブレット型パソコンの整備につきましては、取得する財産

の予定価格が２，０００万円以上であることから、地方自治法及び小林市

の条例によりまして議会の議決が必要でございます。

資料にありますとおり、取得する財産はタブレット型パソコン６３４台、

そして予算額としての取得金額が３，１９６万３，０００円でございます。

７番の整備スケジュールをご覧いただきますと、８月の臨時議会で補正予

算として議決をいただいているわけですけれども、指名競争入札をしたと

ころでございますが、業者落札のほうはできず不落でございました。これ

は９月２９日の９月議会定例会の最終日に追加議案としてお出ししたいと

いうことで今回議案には出させていただいていたんですけれども、不落で

ございましたので、今後また改めて手続を取っていくということで、整い

次第直近の議会に提案をしていくことになると考えているところでござい

ます。

中屋敷教育長 ご質問、ご意見等ありますでしょうか。

椎屋委員 不落の理由は、予算がかみ合わなかったということでいいんですかね。

牧田学校教育課長 参加していただいた業者の入札価格が市の予算価格に合わなかったと

いうことです。

椎屋委員 かなり差があったんですか。その後はどう対応を取るんですか。

牧田学校教育課長 これにつきましては、財政課の契約グループのほうとその後の手続を

確認しまして、再度入札をしていくのかというところで詰めてまいりたい

と考えております。

椎屋委員 かなり価格との差があったということで理解していいですか。

牧田学校教育課長 金額としては数十万円の差だったように思います。
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中屋敷教育長 落ちなかったということで、先ほどの答弁では、２月には環境が整うと

いう答弁はしているんですけれども、ちょっとずれ込む、来年度になって

しまう可能性が出てきたということでもあります。

ほかよろしいでしょうか。（はい）

税所課長 それでは、３３ページになります。

これにつきましては、陸上競技場の改修の工事請負契約の締結についてと

いうことでございます。

令和２年度都市公園スポーツ施設整備事業小林総合運動公園市営陸上競技

場改修工事の請負契約を次のとおり締結することについて、議会の議決に

付すべき契約の財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定により、議

会の議決を求めるものでございます。

内容につきましては、次のページになります。３４ページです。

契約の目的が、令和２年度都市公園スポーツ施設整備事業小林総合運動公

園市営陸上競技場改修工事、契約の方法につきまては、随意契約、プロポ

ーザル方式を活用しております。今回契約の金額が２億９，１５０万円で

す。契約の相手方が、福岡市中央区大手門２丁目１番３４号、長谷川体育

施設株式会社、九州支社でございます。工期につきましては、令和２年

１０月１日から令和３年３月２５日まででございます。この議案につきま

して、この９月議会の最終日９月２９日に定例会に議案として計上して、

議決後に本契約という形にもっていくものでございます。

中屋敷教育長 ご質問、ご意見等お願いしたいと思います。

よろしいですか。(はい)

それでは、お諮りしたいと思います。

議案第６０号について、原案どおり承認してよろしいでしょうか。（はい）

ありがとうございました。承認します。

それでは、第１１回の定例教育委員会を終わりたいと思います。お疲れさ

までした。

閉会 １６：５０
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